
　県北地域の４つのダムを巡る「3.21 
DAM DAM DANGI in 茨城」が行われ、
関東各地から約 40 名が参加しました。
この事業は、茨城県と JTB 関東が「い
ばらき着地型旅行商品開発事業（Oh ～
いでよ！茨城）」として実施したもの
で、高萩市では小山ダムと花貫ダムの
２つのダムを巡りました。参加者らは、

「ダムマニア」著者の宮島咲さんとダム
王子の琉さんの説明を受けながら、普
段入ることの出来ない操作室や監査廊

を見学
したほ
か、小
山ダム物産所では、今回
特別に作られた宮島さん
監修のダムカレーを堪能
しました。
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21
3 ダム王子琉

りゅう

と一緒にダムファンが
小山、花貫の２つのダムを見学

説明をする宮島さん（写真中央）

　高浜スポーツ広場で両市のサッカー少年団選抜チームが
交流試合を行いました。高萩市から 42 人、飯能市から 50
人が参加。両チームとも譲らず均衡した試合を繰り広げ会
場は盛り上がりました。昼食時には、高萩市のサッカー少
年団の父兄らが手作りのカレーを振る舞うなど、参加した子
どもたちは楽しいひとときを過ごしました。

30
3 高萩市と飯能市の

スポーツ少年団がサッカーで交流

まちの情報をお寄せください

▽秘書広報課　広報グループ
　☎ 23-7320　FAX24-4653
　E-Mail info@city.takahagi.lg.jp

　3 月 19 日、 Ｊ
Ａ茨城ひたち農業
協同組合から、今
春小学校に入学し
た新１年生 211人
に黄色い帽子を寄
贈していただきま
した。同組合によ

る帽子の寄贈は昭和 51年から毎年継続されていま
す。この日はＪＡ茨城ひたちの佐藤博高萩支店長
が教育委員会を訪れ、菅波洋平教育長に帽子を手
渡しました。菅波教育長は「毎年、黄色い帽子をあ
りがとうございます。子どもたちを登下校時の交通
事故から守るために役立っております」と感謝の言
葉を述べました。
　一方、常陽銀行からは、新１年生に防犯ブザー
を寄贈していただきました。ネコのイラスト入りの
デザインでランドセルに装着することができ、ピン
を抜くと大きなブザー音で周囲に異常を知らせるこ
とができます。3 月 28 日の贈呈式で常陽銀行高萩
支店の能本雅史支
店長は「万が一に備
えて役立ててもらい
たい。明るく元気に
登校してください」と
話し、菅波教育長に
手渡しました。

新 1 年生に
黄色い帽子と防犯ブザー

佐藤支店長（写真左）と菅波教育長

能本支店長（写真左）
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　今年で15 回目となるたつご杯サッカー大会が
高浜スポーツ広場で開催されました。この大会は、
松岡サッカースポーツ少年団の後援会が主催する
ものです。試合中の子どもたちは、元気いっぱいに
コートを走り熱戦を繰り広げていました。

【上位チーム】
（優　勝）　十王 SC　　（準優勝）　松岡 SSS
（第３位）　秋山 SSS　 （第４位）　大沼 SSS

たつご杯サッカー大会

ダム王子こと「琉」さん

“勤労青少年ホーム”と“高浜運動広場”が
“高浜スポーツ広場”に
　４月から“勤労青少年ホーム”と“高浜運動広
場”を一体として管理することになり、施設名称も
「高浜スポーツ広場」となりました。利用者に制
限のあった旧勤労青少年ホームが誰でも利用で
きるようになりました。
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　春の全国交通安
全運動が 4 月 6 日
から始まり 15 日ま
での 10 日間、市内
各所の交差点での
立しょう活動など
を実施し、警察と

交通安全協会、母の会などの団体が一丸となって交通安
全を呼びかけました。4 月 11 日に行われたキャンペー
ンでは、関係者約 50 人が参加。4 月から新しく高萩警
察署に赴任した関根義倫署長が「春は進学や異動の時期。
慣れない道路を通るドライバーも多い。1 件でも事故を
少なくするため、呼びかけをお願いします」と挨拶。そ
の後、安良川地内の交差点で信号待ちのドライバーに「春
の交通安全運動が始まりましたのでよろしくお願いしま
す」と声を掛けながら、チラシなどを手渡しました。
　なお、市内の交通死亡事故は平成 24 年 10 月以降発
生しておらず、3 月 9 日で 500 日を経過し、3 月 26 日
に県から表彰を受けました。
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各地で啓発　春の交通安全運動

　県立高萩工業高等学校跡地グラウンドに高萩市初の人工芝サッ
カー場が完成しました。
　このサッカー場は（独）日本スポーツ振興センターのスポーツ振
興くじ助成金（toto）を活用したもので、面積は8,588㎡。サッカー
コート1面（ジュニアの場合2面）の大きさです。4月には、ＩＦＡ主催
の高校サッカー大会や高萩市スポーツ少年団のサッカー大会が開
かれ、5月10日、11日には全日本少年サッカー県北予選大会が開催
される予定です。

1
4 石滝に

人工芝グラウンド完成 使用開始

　“春の女王”と呼ばれるカタクリの花が、下君田
の群生地で見頃を迎え、毎年恒例の姫カタクリまつ
りが行われました。姫カタクリはユリ科の多年草。
標高約450メートルの斜面に広がる、約5,000㎡の
群生地では、春風に揺れる約10万本の淡い紫色の
花が、訪れる人の目を楽しませていました。この群
生地は、地元の皆さんで組織する「姫カタクリ愛好
会（鈴木康夫 代表）」が草刈りなどをして保護に努
めています。今年は例年より早い3月20日頃に開花
し、まつり開催中に花のピークを迎えたとのこと。ま

つりでは、
豚汁やおこ
わなどを販
売し、来 訪
者をもてな
していまし
た。

“春の女王”
姫カタクリまつり
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　今年で 25 回目となる、高萩市国際交流協会主催の海
外派遣事業が 4 月 4 日から 9 日の日程で行われました。
作文や面接での選考を通過した中学生 10人が事前研修
を経てハワイを訪問しました。中学生たちは、博物館や

現地の高校な
どで研修した
ほか、ホーム
ステイなどを
して異文化に
触れました。

中学生がハワイで
ホームステイ
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4

　高萩市内の桜が4月中旬に見頃を迎えました。さく
ら宇宙公園などでは毎年恒例の「高萩桜まつり」を開
催。期間中、約1万人が来場し、桜並木を散策したり
弁当を食べるなどして春を満喫しました。12日には、
野点や琴の演奏が行われ、春の心地よい日差しの
中、多くの親子連れらが琴の音色とお茶を楽しみまし
た。また、三世代交流ふれあいスポーツフェスティバ
ルが同時開催され、ストラックアウトやペタンクなど
の軽スポーツを通して、地域のお年寄りと子どもたち
が交流を深めました。（今月の表紙）

春の訪れを満喫
「高萩桜まつり」
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